
 



 

世界のツリーハウスを紹介し、日本のブームを作り出してきた 

 

いま、日本でもツリーハウスのブームが広がっています。樹の上の家、樹とともにある家。ツリーハ

ウスはただ作るのではなく、ツリーハウスを支えるホストツリーのことを深く理解し、自然の環境の

なかで、樹の成長とつきあっていくことが必要です。自然の本来の魅力にじっくりと時間をかけて

触れていきたい、そんな興味をもったご参加者の方が集って、講師の小林崇さんに樹やツリーハ

ウスのことをいろいろ教えていただきました。樹上クライミングのあとには、将来自分で作ってみた

いイメージで、ミニチュアのツリーハウス作りをたっぷりと楽しむワークショップになりました。 

 

現在のツリーハウスの発祥はアメリカです。1960年代のヒッピーカルチャーのなかで、自然と共存

するライフスタイルの象徴として生まれ、世界に広がっていきました。 

 

講師の小林崇さんは 1984年、ツリーハウス建築の世界的権威であるピーター・ネルソンとの運命

的な出会いから、その魅力に引きつけられたそうです。以来、毎年オレゴンで開催されるツリーハ

ウスの国際イベントに日本から唯一参加し続け、日本でいち早くツリーハウスの普及に乗り出され

ました。2000年にはツリーハウス作りのプロ集 JTN(ジャパン・ツリーハウス・ネットワーク)を設立

し、日本の各地に風土・樹木に適したツリーハウスをたくさん作ってこられました。沖縄から北海道

まで、小林さんが作ったツリーハウスの映像を見ながらうかがったお話を紹介いたします。 

 

 



 

成長していく樹とずっとつきあえるツリーハウス 

 

ミニチュア・ツリーハウスの制作を楽しむ前に、どんな風にツリーハウスを作ってきたのか、そのお

話をさせていただきます。僕がツリーハウスを作るときに大事にしているのは、樹との出会い、イン

スピレーションです。実際に生きている樹は勝手に動かせないし、ジャマだからといって場所を変

えたりもできません。普通の家を建てるときのように、土地を造成して平らな場所を作って、家を作

ることはできません。生きている樹はカタチを変えられない。土台は生きている樹で、その樹は成

長します。人間が樹に近づいていく、樹のなかに入るようにして作っていくのがツリーハウスです。 

 

完成したツリーハウスから見える樹上からの景色、樹と自分とが一緒に揺れる感覚。同じ高さの

建物では体験できないツリーハウスならではの醍醐味です。日常生活から何かを解放してくれる、

人間の祖先が樹のうえで暮らしていた頃の DNAを解放してくれるような体験です。 

 

ツリーハウス自体には相当な重量があります。それを支える技術が大きなポイントです。僕が採用

しているのは、ボルトで留める方法です。樹は傷つけると肥大成長する性質を持っています。人間

で言うと、傷ができてカサブタができて丈夫になるようなことですが、これを利用して、ボルトで留め

ると、一トンぐらいの重量に耐えることができます。もうひとつ樹を挟み込む方法がありますが、こ

れはおすすめできません。樹の表皮の下には形成層、年輪があって、その成長を痛めてしまうの

でよくありません。作る以上は人間の安全を確保しながら、樹の負担を最小限にして、ツリーハウ

スを作ります。 



 

 

 

日本全国で手がける、想いを込めたツリーハウス作り 

 

最近の 4年間ほどで作ったツリーハウスの紹介をします。2006年には沖縄の北部のヤンバルの

森で手がけました。沖縄では台風のときなど強風が吹くので、地元の人には「樹の上の家など、沖

縄の自然にはムリじゃないか」と心配されましたが、完成後の今も無事に建っています。十九メー

トルもあるエノキの樹の上に、風の衝撃を避けるためにドーム状のツリーハウスを乗せました。ツ

リーハウスを作る樹は大きければ大きいほどいいのです。そこまで大きくなる年月の雨風に耐えて

きたという安心もあります。 

 

これは北海道上士幌町、牧草地の中にポツンと残っていたカシワの樹に作った、小型のツリーハ

ウスです。ミノムシの蓑のデザインが海外からも高い評価を受けました。これ、じつはネスカフェの

CMのためにつくったもの。現場から二時間ほど車で移動すると海岸があり、そこで拾った流木を

使っています。いまはなかに入れなくて見るだけですが、広大な自然のなか、周りの景色が季節

ごとに変わってくれるのがすばらしい。 

 

これはカンボジアで、2007年 8月に手がけました。なんと、この三十五メートルくらいのカシワの大

樹のツリーハウスにのぼると、視線の先に世界遺産のアンコールワットが一望できます。いまは展



望台のように使われています。この高さまで登ると、鳥の声が下のほうから聞こえるんですよ。森

全体が見えるのも、すごい。この映像は、森に入る儀式をしているところです。日本より儀礼的で

はなく、樹の上に人工物を建てることは厳かなことなのだと畏怖を覚えました。この体験にならっ

て、僕も儀式をするようになりました。 

 

これはアメリカオレゴン州のツリーハウスを学んだ場所です。アメリカのレッドウッドの森はご存知

のように世界で一番大きな樹です。人間と比べるとどれだけ大きいか、わかりますね。ツリーハウ

スが育ったメッカです。僕は毎年、そこで開催される大会に参加して、ツリーハウスについての知

識や技術を学びながら、日本に紹介を続けてきました。現在僕らも神奈川県の大磯で、「ツリーハ

ウスビルダー養成講座」というスクール形式で講座を開講しています。ツリーハウスのデザイン、

樹木のことなどを合宿して学びます。樹について、まだまだいろいろな勉強をしていきたいと思って

います。 

 

これは 2008年 3月に神奈川県茅ケ崎市の市民の森で、日本ではじめて公共事業で公園の中に

作ったツリーハウスです。公園の中で自由にいろいろなことを遊んだりできなくなっている最近、こ

んなツリーハウスが作られた意味は大きいですね。年間約一万二千人が訪れてくれる人気です。 

 

2008年 9月には、京都府の日本海岸にある久美浜に作りました。丹後半島の先、原発の建設予

定地だった場所です。計画が取りやめになって、市長が原発とは逆のことをしたいと提案を受けま

した。海岸沿いにツリーハウスにぴったりの常緑樹タブの樹があって、決めました。ところが、そこ

は車も入れない場所で、材料を運ぶのにたいへん苦労しました。材料と人はワイヤーを架けて運

び、道具は漁師の船に乗せてもらって波の荒くないときに運びました。ツリーハウスは、作るときは

まさに体力勝負でもあります。 

 

いまは毎年 9月初旬に定期的なメンテナンスを兼ねて、地元の人も集まって音楽のライブなどを

開催して楽しむイベントを開いています。興味のある方はいらしてください、歓迎します。僕たちは

ただツリーハウスを作るだけでなく、そこの場所で楽しむことを大切にしたいと考えています。また

環境を大事にすることも意識して活動しています。この海岸では、大陸からのゴミが流れ着く場所

でもあったので、サーフィンの団体の人たちと一緒に海岸のゴミ拾いに精を出しました。 

 

こちらは鹿児島県で、おばあちゃんたちがやっている里山を守る NPOです。自分たちが子供時代

に味わった自然との豊かな触れ合いをいまの子供たちにも体験をさせてやりたいという想いがあ

りました。敷地のなかのエノキの樹にモダンなツリーハウスを作りました。枝と枝の間、窓から見え

る景色が自慢です。 

 

最近は町おこし的な活動のなかで行政が工事費を補助したり、企業が関わったりして依頼を受け

て作るケースも増えています。こちらは東京都内で、もとはアパレルの会社の建物です。二十年を

経た建物の内外装を変える際に、環境をテーマにしたいというので発案されました。 



 

ツリーハウスは樹の上にあるので、みんなは斜め下から姿を見ることになります。街なかでたくさ

んの人に見られるので下から見たデザインにこだわり、こんな風にエッジのきいた、下から見ると

水晶みたいに見えるツリーハウスを建てました。 

 

こちらは 2010年 3月、兵庫県の甲南女子大学の裏山に建てたツリーハウスです。テーマは巻貝

の貝殻で、サザエが巻いて上っていくようなカタチです。将来環境を意識して、子供たちを育てる

女性たちにと、美術の先生が依頼をされて作りました。内部は土壁で有名な左官屋さんに頼んで

います。雨が入り込んで壁が濡れて割れてしまわないように、いろいろな工夫をしています。 

 

ひとつひとつのツリーハウスは、それぞれの環境、樹によって違うものを作ります。失敗を恐れな

いで、いろいろな試みをして、ダメだったらまたやり直す。そんな作り方が大事だと思っています。

ツリーハウスは作るだけでなく、そこからずっと使えるように作る。樹が成長していくことも考えてや

っていきます。 

 

さて、ではこんなイメージをちょっとスケールダウンして、ミニチュアモデルを作るワークショップに

入っていきましょうか。 

 

 

 



 



 

ル・アッサンブラージュ 

 

ひとつの庭は世界の庭 

 

二期倶楽部横沢地区に、これから十年をかけて、さまざまな「庭」をつくるプロジ

ェクトが始動します。 

 

この「庭プロジェクト」は、自然と繊細に関わり共生してきた、日本文化の長い歴史と成果を踏ま

え、アーティスト、建築家、デザイナー、生物学者、庭師、人類学者、哲学者といった人々が集い、

対話し、交歓し、新しい「庭」を作り出していく共創の場です。 

 

その巻頭を飾るクリエイターは、ツリーハウスの先駆者・小林崇氏です。二期倶楽部庭内の奥、二

會川のほとりに育ったクルミの木をホストツリーにして、ツリーハウスを作っていただきます。2011

年の 1月には、小林氏にもご参加をいただいて、地鎮祭ならぬ「樹鎮祭」をとりおこない、自然の

恵みに感謝し、作業の安全を祈願いたしました。「山のシューレ 2011」で、ゲストの皆さまにお披露

目させていただく予定です。 

 

これからの十年間、さまざまな才能によって生み出されていく、個性豊かな「庭」にどうぞご注目く

ださい。「庭プロジェクト」関連の情報は、以下のサイトから、ご覧いただけます。 

 

庭プロジェクト 

http://www.npo-artbiotop.org/action/art/niwa_project/index.html  
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